
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・1、2回目は床のシートの上で白菜を探求したが、3回目は机の上の白菜を置き、椅子に
座って探求した。
・椅子に座ることで、白菜との目線が近くなり、匂いをかいだり、白菜の葉を耳に当て音を
聞こうとする子もいた。
・白菜の葉を、お皿に見立ててちぎった白菜を乗せる子も多かった。白菜の向きは皆お皿の
ような向きに置いていることに感心した。
・白菜の白い芯の所をちぎろうとして「かたい」と言う子が多かった。
・1歳児ということで、言葉をかけすぎず「何かな？」など問いかけながら、進めていくこ
とが大切だと感じた。しっかりした「問い」を持つことによって子ども達への言葉かけや関
わり方がはっきりするので、「問い」をしっかり持って探求していきたい。
・同じ素材でも毎回子ども達の白菜への興味の持ち方が違い、子ども達の探求心の深さに感
心した。その深さを一緒に掘り進んでいけるようにと感じた。

・3回目ということで椅子に座るとすぐに大きな白菜を触り始め、白菜の
　外側から葉っぱをむいたり、上の柔らかいところをちぎって自由に白菜
　に触れていた。
・ちぎった白菜を保育士に見せたり、友達のトレーに渡したりする関りも
　見られた。
・３グループ目は、トレーに白菜の葉を一枚だけのせる方法をとった。葉
脈を触ったり「冷たい」と言って白菜の冷たさを感じる子どももいた。

1歳児…感触(白菜）

・白菜に触る活動が3回目と言うことで、今回は机と椅子を用意して座って白菜
に触れるようにした。一人に一つトレーを用意してその上に白菜を置いて、触
り、探求した。

２.活動スケジュール

・３人に分かれ、少人数で行っていく。
・机の真ん中に白菜を一玉置く。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2025.1.16

（Aくん）・小さいい葉をとってみる。
・大きい葉をお皿のようにしてちぎったも
のをのせてみる。（手のひら、トレー、白
菜の葉をお皿の形のように見立てているよ
う）爪で擦ってみる。
・隣に座っている友達の様子を見ながらち
ぎっていく。
・「あっ」と言いながらちぎったものを高
さを変えて落としてみる。
・「きこえたね」と声を掛けられ、落とし
たり、グーでたたいてみる。
（Bくん）・白菜を見てすぐ外側からはが
し始める。
・次々とはがして、トレーに積み重ねる。
・「とれないよ」と言いいながらはがれる
ところを探している。
・堅いところも力を入れてちぎり、とんで
しまうこともある。
・ちぎったものを友達のトレーに乗せてあ
げる。
・ちぎるだけでなく、ちぎった所をくっつ
けていた。
・ちぎった白菜を光に当ててみて、「見え
ない」と言う。

・一人ひとりにトレーを一枚用意する。
・白菜を1グループに一玉用意する。
・みんなが触れるように真ん中に白菜を置く。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


